
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日
受
領

答

弁

第

四

二

七

号

内
閣
衆
質
一
九
三
第
四
二
七
号

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
落
合
貴
之
君
提
出
原
子
力
発
電
施
設
等
の
テ
ロ
対
策
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
落
合
貴
之
君
提
出
原
子
力
発
電
施
設
等
の
テ
ロ
対
策
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
、
二
及
び
四
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
平
素
よ
り
、
テ
ロ
攻
撃
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
含
む
様
々
な
事

態
を
想
定
し
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
各
種
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
訓
練
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

事
態
へ
の
具
体
的
な
対
応
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
対
応
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
を
差

し
控
え
た
い
。
な
お
、
一
般
論
と
し
て
は
、
テ
ロ
攻
撃
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
、
警
察
、
海
上
保
安
庁
、
自
衛
隊
、

地
方
公
共
団
体
等
の
関
係
機
関
が
適
切
に
連
携
し
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発

射
さ
れ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
関
す
る
兆
候
を
早
期
に
察
知
し
、
多
層
的
な
防
護
態
勢
に
よ

り
、
機
動
的
か
つ
持
続
的
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
万
が
一
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
被
害
を
防
止
、

軽
減
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯

罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
六
十
七
号
）
は
、
テ
ロ
を
含
む
組

一



織
犯
罪
を
防
止
し
及
び
こ
れ
と
戦
う
た
め
の
国
際
協
力
を
促
進
す
る
上
で
重
要
な
法
的
枠
組
み
を
定
め
る
国
際
的
な
組
織
犯

罪
の
防
止
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
第
五
条
�
⒜
⒤
に
規
定
す
る
行
為
を
犯
罪
化
す
る
も
の
と
し
て
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
そ

の
他
の
組
織
的
犯
罪
集
団
に
よ
る
実
行
準
備
行
為
を
伴
う
重
大
犯
罪
遂
行
の
計
画
等
の
行
為
に
つ
い
て
の
処
罰
規
定
を
創
設

す
る
な
ど
、
同
条
約
が
定
め
る
義
務
を
誠
実
に
履
行
す
る
た
め
の
法
整
備
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
（
平
成
二
十
六
年
四
月
十
一
日
閣
議
決
定
）
に

記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
「
安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
の
安
定
性
に
寄
与
す
る
重
要
な
ベ
ー

ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と
位
置
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
我
が
国
の
国
防
・
安
全
保
障
に
と
っ
て
、

大
い
な
る
脅
威
で
あ
る
」
と
は
考
え
て
い
な
い
。

二


